
「安全」を確保し「地位」「名誉」「所得」を保障
「建設職人が誇りを持てる社会」実現に向け

「建設職人が誇りを持てる社会」実現への第一歩となる
「墜落災害撲滅の決め手」の法制化に関する決議　　　

あふれんばかりの熱気の中
「全国仮設安全大会」を開催


月

日

功労者表彰

政府来賓としてあいさつ頂いた方々
江渡聡徳防衛大臣

高市早苗総務大臣

太田昭宏国土交通大臣
代読 西村明宏国土交通副大臣兼内閣府副大臣兼復興副大臣

宮沢洋一経済産業大臣
代読 谷明人経済産業省大臣官房審議官製造産業局担当　　　　　　　　

塩崎恭久厚生労働大臣
代読 野澤英児厚生労働省労働基準局　　安全衛生部安全課建設安全対策室長　

Ｖｏｌ．
（７） （第三種郵便物認可）２０１４年（平成年）１１月２６日　（水曜日） 【企画特集】

　建設業における労働災害死傷者と墜落死亡者の発生状況を見ると、ここ
数年増加の一途を辿っており、この勢いは本年に入っても止まず、年間
人を超える墜落死亡者を出し、極めて憂慮すべき状況にある。
　その一方、国土交通省は、直轄工事において、「墜落災害撲滅の決め手」
である「手すり先行工法による二段手すりと幅木の設置」を共通仕様書に
位置づけて義務化しているばかりでなく、重点対策において、十分な知識
と経験を有する当事者以外の第三者によるチェックリストに基づく足場の
安全点検を打ち出しており、その結果、当該現場からは１件の墜落死亡災
害も発生していない。
　これは、明らかに「官民格差」であり、同じ建設職人でありながら、工
事の発注者が官であるか、民であるかによって作業環境に差があるという
ことは決して許されるものではない。
　今、建設業は労働力の問題で大きな岐路に立たされている。この問題を
解決するために第一に取り組まなければならないことは、若者が喜んで入
職できるよう、何よりも「人を大事にする視点」に立ち、足場議連が主張
するように、「安全確保」を第一に、建設職人の「地位」と「名誉」と
「所得」を保障し、建設産業を「明るい未来のある開かれた産業」に変革
し、もって「建設職人が誇りを持てる社会」を実現することである。
　そこで、本組合は、「建設職人が誇りを持てる社会」実現への第一歩と
して、墜落災害の撲滅と官民格差の解消を目指し、速やかに以下に記す
「墜落災害撲滅の決め手」の法制化を実現するよう強く求めるものである。

「墜落災害撲滅の決め手」の法制化
一　足場の適切な施工と的確な点検に不可欠な「足場の施工計画」の策定
を義務化するとともに、労働安全衛生法第条に定める足場の施工計
画の届出義務の対象を拡大すること。

二　２㍍以上の高所作業には必ず足場を設置することとし、足場の全層に
「手すり先行工法による二段手すりと幅木」を設置することを義務化
すること。

三　仮設安全監理者等十分な知識と経験を有する、当該足場を組み立てた
者以外の第三者によるチェックリストに基づく足場安全点検を義務化
すること。

四　発注者の責任において安全衛生経費（一人親方の労災保険料を含む）
を別枠積算計上するとともに、受注者である元請の責任において安全
衛生経費を数次の下請に確実に渡るよう義務化すること。

以上、「建設職人が誇りを持てる社会」実現への第一歩として建設現
場における安全な作業環境を整備するため、「墜落災害撲滅の決め手」
の法制化の実現は、政府・国会に委ねる。

以上、決議する。
平成年月日
全国仮設安全大会

　
全
国
仮
設
安
全
事
業
協
同
組
合
︵
略
称
・
ア
ク
セ
ス

小
野
辰
雄
理
事
長
︶
は


月

日

東
京
都
港
区
の
建
築
会
館
で

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
建
設
職
人
の
熱
気
に

包
ま
れ
た
中

恒
例
の
﹁
全
国
仮
設
安
全
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た

小
野
理
事
長

は
﹁﹃
建
設
職
人
が
誇
り
を
持
て
る
社
会
﹄実
現
に
向
け
﹃
安
全
﹄を
確
保
し


﹃
地
位
﹄
﹃
名
誉
﹄
﹃
所
得
﹄
を
保
障
す
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
﹂
と
呼
び
掛
け
ま
し

た

こ
れ
を
受
け

自
民
党
・
公
明
党
の
国
会
議
員
１
４
２
人
か
ら
構
成
す
る
足
場

議
連
の
上
杉
光
弘
会
長
は

﹁
ア
ク
セ
ス
の
決
議
を
ま
と
め
て
対
応
し

官
民
格
差

を
是
正
す
る
た
め
の
労
働
安
全
基
本
法
の
制
定
を
提
案
す
る

近
く
足
場
議
連
の
総

会
を
開
催
す
る
が
そ
こ
で
決
議
し
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た

式
典
で
は

﹁
功
労
者

表
彰
﹂
や
青
年
部
朗
読
に
よ
る
﹁
大
会
決
議
宣
言
﹂
が
行
わ
れ

各
省
庁
の
大
臣
来

賓
祝
辞
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ま
た

軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
の
小
川
和
久
氏
が
﹁
日
本

は
国
を
守
れ
る
の
か
﹂
を
テ

マ
に
特
別
講
演
を
し
ま
し
た


　足場安全点検功労者表彰大橋祥九
（東山産業）▷大政聖（日綜産業）▷

岡田真治（日建リース工業）▷谷口一
郎（北国リース）▷永峯万寿夫（ホリ
ー）▷成澤勝利（日建リース工業）▷
後川潤也（アルインコ）▷山田勇（日

建片桐リース）▷良知淨司（日綜産業）
　足場安全点検優良企業表彰早野組
（早野正泰社長）▷那覇鋼材（上原進
社長）

　現場で一生懸
命汗を流してい
る建設職人の方
々が安全な足場
で作業し、また
一人親方といわ
れている方々が
きちんとして仕
事ができるよう
な環境にしなく
てはいけません。上杉先生が会長を
務める「足場議連」に私もメンバー
の一員として参加しておりますが、
汗を流して一生懸命にがんばりたい
と思います。この大会を契機として、
安全な現場にしたいと考えておりま
す。

　現在、総務大
臣という立場で
ありますが、老
朽したインフラ
を早期に発見
し、命を守るた
めの国土強靭化
を進めていると
ころです。また、
東京から地方に
居住する人のために、居住空間・福
祉・教育設備も推進していかなくて
はなりません。ますます、足場業界

の皆さまの出番が多くなってきてお
ります。
　今後、足場議連・国土交通省・厚生
労働省の方々としっかりと連携し、
少しでも安全な職場環境をつくるこ
とが大切です。
　総務省としては、国土交通省など
で決定した事項については地方自治
体の発注工事にはご留意くださいと
通知することで、お手伝いができる
のかなと思います。
　さらに、わたくしどもにできるこ
とがあれば、何なりと申し出て下さ
い。

西
村
副
大
臣

谷
審
議
官

　足場からの墜
落災害防止に取
り組んでおられ
ることに深く敬
意と感謝を表し
ております。建
設産業が持続し
てその役割を担
うためには現場
の安全確保が大
前提です。業界が一丸
となって安全な職場環
境を実現し、夢と希望
をもって、仕事を取り
組める魅力ある業界と
していくことが重要です。品確法で
は安全衛生も明記しております。国
土交通省の直轄工事では、「手すり
先行工法による二段手すりと幅木」
の設置を義務化しており安全対策を
推進し、労働災害のない建設現場の
実現に努めたいと思います。ともに
がんばってまいりましょう。

　今回は、宮沢
経済大臣として
初の祝辞を預か
ってまいりまし
た。
　建設現場は安
全が第一である
ことはいうまで
もないです。貴
組合が「手すり
先行工法による二段手
すりと幅木の設置」と
「第三者の足場の安全
点検」に積極的に取り
組まれた結果、大きな
効果が出たと聞いております。弊省
といたしましても、足場の墜落防止
の機材の製造向上を目的としたＪＩ
Ｓ化に取り組んでおります。
　今後とも貴組合と連携し、安全な
職場環境の実現にまい進いたしま
す。

　８月末時点の
労働災害は、前
年比で．％と
大幅な増となっ
ております。こ
のような状況を
受け、緊急要請
を行いました。
安全帯の使用の
徹底など墜落・
転落防止対策について
も要請しております。
昨年９月から検討会を
スタートし、現在報告
書を取りまとめている
ところでございます。年の東京
オリンピック・パラリンピック開催
準備で、建設需要が増大すると思わ
れます。建設業を一層魅力ある産業
とするためには、社員の安全を守る
ことが大切で、労働災害防止対策に
しっかりと取り組んでいただきます
ようお願いいたします。

野
澤
室
長

﹁
日
本
人
に
国
を
守
れ
る
の

か
﹂
を
テ

マ
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
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
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三
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メ
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を
代
読
す
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昌
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す
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理
事
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関
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閉
会
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べ
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安
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正
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会
実
行
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︵
関
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開
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大

会
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委
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︵
関
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支
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功
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で
足
場
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全
点
検

優
良
企
業
の
早
野
組
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た

伊藤三千男東北支部長の指揮のもと、
青年部一同が会場と一体となって歌う
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（１０）（第三種郵便物認可） ２０１４年（平成年）１１月２６日　（水曜日）【企画特集】

　
小
野
辰
雄
理
事
長
を
始
め

貴
組
合

の
皆
様
方
の
日
ご
ろ
よ
り
の
﹁
建
設
墜

落
撲
滅
﹂
に
対
す
る
士
気
の
高
さ
に
敬

服
し
て
お
り
ま
す


　
国
会
議
員
の
中
で
た
だ
一
人

﹁
足

場
の
資
格
﹂
を
持

て
お
り
ま
す

小

さ
い
と
き
か
ら
大
工
仕
事
を
し
て
お
り

ま
し
た

で
す
か
ら
思
い
は
共
有
し
て

お
り
ま
す

こ
の
問
題
は

国
民
に
と


て
大
き
く
大
切
な
問
題
で
あ
り
ま
す

か
ら

議
員
立
法
で
解
決
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん


　
需
要
が
期
待
さ
れ
る
建
設
業
界
に
お

い
て

培
わ
れ
た
技
術
力
を
発
揮
し
て

で
き
る
安
全
な
現
場
の
構
築
の
た
め


関
係
国
会
議
員
一
同

皆
様
と
と
も
に

ま
い
進
し
て
い
く
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存
で
す


　
こ
と
が
成
就
す
る
に
は
﹁
天
の
時
﹂

﹁
地
の
利
﹂
﹁
人
の
和
﹂
そ
し
て
﹁
足

場
﹂
で
す

皆
様
方
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案
内
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通
り
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建
設
業
界
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
懸
命
業
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で
す

文
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通
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
﹁
命
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懸
け
る
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界
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
国
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国
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強
靭
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ま
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場
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で
す


　
近
々

上
杉
会
長
は

皆
様
の
職
場

や
労
働
環
境
を
し

か
り
守
る
た
め
の

議
員
立
法
を
立
案
し
ま
す
か
ら
が
ん
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
て
い
き
た
い


　
政
治
家
は

発
言
し
た
ら
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
す

で
す
か
ら
そ

う
い
う
つ
も
り
で
足
場
議
連
の
活
動
を
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視
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
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で
や
ら
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く
て
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な
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と
は

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事
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か
ら
は
死
亡
事
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は
な
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の
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す

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民
格
差
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是
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を
し
ま
す


　
そ
れ
か
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
３
０
０
万
人
の
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設
労

働
者
の
う
ち
一
人
親
方
が
約

万
人
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ま
す

事
故
に
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
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泣
き
寝
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で
す

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全
対
策
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入
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口
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と
し
て

発
注
者
が
設
計
の
段
階
か
ら
明
ら
か
に

し
ま
す


　
次
に
出
口
論
と
し
て

元
請
の
皆
様

も
安
全
対
策
を
順
守
を
し

労
働
災
害

の
共
済
は

発
注
者
と
元
請
け
が
負
担

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す

よ
う
や
く

こ
こ
ま
で
来
ま
し
た

足
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組
み
立

て
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し
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と
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の
事
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
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
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す
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法
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
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働
環
境

を
実
現
す
る
た
め

労
働
安
全
基
本
法

を
制
定
す
る
こ
と
を
次
の
足
場
議
連
総

会
で
お
約
束
し
ま
す

若
い
人
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
よ

う
に
お
約
束
し
て

ご
あ
い
さ
つ
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す


　
現
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で
毎
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
こ
ん
に
ち
は
！
　
大
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建
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
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
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お
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
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
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け
の
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
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
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安
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く
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
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
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も
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
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
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
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ

ク
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
工
事
が

増
え
ま
す
の
で

し

か
り
と
安
全
対

策
を
行
う
た
め
の
法
制
化
を
目
指
し
ま

す


　
墜
落
事
故
撲
滅
は

な
に
が
な
ん
で

も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
小
野
親
方
の
主
張
に
心
か
ら
賛
同
し

た
か
ら
こ
そ
わ
れ
わ
れ
も
動
い
た
わ
け

で
す


　
毎
年
２
２
０
人
の
方
々
が
墜
落
事
故

で
亡
く
な
る
こ
と
は
大
き
な
社
会
問
題

で
す

こ
れ
は
や
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん


　
志
を
同
じ
く
す
る
足
場
議
連
を
つ
く

り

会
長
に
は
最
も
見
識
の
あ
る
上
杉

先
生
が
が
ん
ば

て
お
り
ま
す

皆
様

と
一
緒
に
な

て

立
法
化
を
含
む
墜

落
事
故
撲
滅
に
最
大
限
の
努
力
を
い
た

し
ま
す


　
働
く
方
々
の
安
全
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
な
し
と
げ
る

基
本
で
す

が
ん
ば
り
ま
し

う


　
そ
し
て
若
い
人
が
現
場
で
働
く
環
境

を
つ
く
る
に
は

足
場
議
連
の
目
的
が

成
就
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す


　
上
杉
会
長
は
自
民
党
に
影
響
力
を
持


て
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す

い
ま

法
律
の
問
題
が
出

ま
し
た

国
会
議
員
が
法
律
に
言
及
す

る
場
合
は

腹
を
く
く

て
い
る
と
分

か

て
下
さ
い

こ
こ
か
ら
先
は
上
杉

先
生
の
リ

ダ

シ

プ
で
動
き

１

日
も
早
く
制
定
し
次
の
大
会
は
法
律
で

立
法
化
さ
れ
た
と
い
う
喜
び
の
大
会
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん


　
私
は
国
土
強
靭
化
の
法
律
で
４
本
つ

く
り
ま
し
た
が
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し

た


　
し
か
し
足
場
の
方
々
や
家
族
が
に


こ
り
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
法

律
を
制
定
し

心
し
て
が
ん
ば

て
ま

い
り
ま
す


　
法
案
が
検
討
さ
れ
た
暁
に
は

皆
様

国
会
に
来
て
し

か
り
と
見
守

て
く

だ
さ
い


勝
野
圭
司
全
国
建
設
労
働
組
合

総
連
合
書
記
長
︵
田
久
悟
全
国

建
設
労
働
組
合
総
連
合
労
働
対

策
部
長
代
読
︶

　
墜
落
・
転
落
事
故
を
減
ら
し

て
い
く
こ
と
は

貴
組
合
だ
け

で
は
な
く
公
労
使
を
超
え
た
願

い
で
す

危
険
な
建
設
現
場
を

徹
底
的
に
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん


秋
本
司
衆
議
院
議
員

　
建
設
現
場
で
の
墜
落
災
害
を

目
指
し

ハ

ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
制
度
の
改
善
に
向
け


努
力
し
て
ま
い
り
ま
す


青
山
周
平
衆
議
院
議
員

　
安
全
を
守
る
た
め
の
法
整
備

を
構
築
す
る
の
が
わ
れ
わ
れ
国

会
議
員
の
役
目
で
す

肝
に
銘

じ
て
働
き
ま
す
！

石
井
正
弘
参
議
院
議
員

　
大
会
の
ご
開
催
に
あ
た
り


墜
落
災
害
の
撲
滅
と
安
全
確
保

の
環
境
整
備
の
決
意
を
新
た
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す


石
破
茂
衆
議
院
議
員
︵
地
方
創

生
担
当
大
臣
︶

　
す
ば
ら
し
い
技
能
に
見
合


た
報
酬
体
系
と
作
業
の
安
全
確

保
の
た
め

ご
指
導
を
お
願
い

致
し
ま
す


伊
藤
信
太
郎
衆
議
院
議
員

　
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら

安
全
な
建
設
現
場
の

実
現
に
向
け

国
会
議
員
の
立

場
か
ら
で
き
る
限
り
の
施
策
を

講
じ
て
ま
い
る
所
存
で
す


井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員

　
安
全
な
足
場
環
境
の
確
保
の

た
め

機
材
の
点
検
の
徹
底
な

ど

一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す


岩
城
光
英
参
議
院
議
員

　
建
設
現
場
の
足
場
安
全
確
保

は

あ
と

も
う
一
歩
！
　
と

も
に
力
を
尽
く
し
ま
し

う
！

岩
田
和
親
衆
議
院
議
員

　
命
を
守
る

安
全
・
安
心
の

建
設
現
場
を
つ
く
る
た
め

私

も
が
ん
ば
り
ま
す


上
田
勇
衆
議
院
議
員

　
建
設
業
の
中
で
重
要
な
こ
と

は
﹁
ヒ
ト
﹂
で
す

命
を
ま
も

る
こ
と
建
設
職
人
の﹁
安
全
﹂

を
確
保
し
﹁
地
位
﹂﹁
名
誉
﹂

﹁
所
得
﹂
を
保
障
す
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

ご
指
導
お
願
い
し
ま
す


上
野
賢
一
郎
衆
議
院
議
員
︵
国

土
交
通
大
臣
政
務
官
︶

　
こ
れ
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス


国
土
強
靭
化

東
京
オ
リ
ン
ピ


ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
開
催

で
建
設
業
界
の
工
事
量
は
ま
す

ま
す
増
え

よ
り
安
全
に
し
て

い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん


皆
様
に
が
ん
ば

て
も
ら
う
た

め
に
安
全
に
対
し
て
最
大
限
に

取
り
組
み
ま
す


漆
原
良
夫
衆
議
院
議
員

　
建
設
墜
落
災
害
撲
滅
の
た
め

日
ご
ろ
よ
り
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す

関
係
各
位
に
対

し
ま
し
て

心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

貴

組
合
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す


大
西
英
男
衆
議
院
議
員

　
建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
事

故
撲
滅
・
安
全
向
上
の
た
め


尽
力
し
ま
す


大
沼
み
ず
ほ
参
議
院
議
員

　
建
設
現
場
の
実
情
と
皆
様
の

お
気
持
ち
を
踏
ま
え
た
改
善
策

を
構
築
し
て
墜
落
災
害
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
す


大
野
泰
正
参
議
院
議
員

　
皆
様
が
安
心

安
全
な
作
業

環
境
を
整
備
で
き
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

門
博
文
衆
議
院
議
員

　
建
設
職
人
と
そ
の
家
族
す
べ

て
の
願
い
﹁
墜
落
災
害
ゼ
ロ
﹂

を
目
指
し
て
と
も
に
が
ん
ば
り

ま
し

う


金
子
恵
美
衆
議
院
議
員

　
﹁
墜
落
防
止
に
は
ま
ず
手
す

り
を
！
﹂

墜
落
災
害
ゼ
ロ


皆
様
の
安
全
を
守
る
た
め

足

場
議
連
の
一
員
と
し
て
が
ん
ば

り
ま
す


河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
︵
自
民

党
地
方
創
生
実
行
統
合
本
部

長
︶

　
為
政
者
の
使
命
は
国
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
こ
と

現
実

を
見
据
え

足
場
を
固
め
る
の

が
第
一
で
す


菅
野
さ
ち
こ
衆
議
院
議
員

　
皆
様
の
安
全
安
心
に
働
け
る

職
場
づ
く
り
の
た
め

未
来
に

希
望
の
持
て
る
議
員
立
法
を
は

じ
め

と
も
に
が
ん
ば

て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す


北
川
知
克
衆
議
院
議
員

　
墜
落
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し


皆
様
が
安
心
安
全
な
環
境
で
働

け
る
よ
う
議
連
の
一
員
と
し
て

尽
力
い
た
し
ま
す


工
藤
彰
三
衆
議
院
議
員

　
送
り
出
す
家
族
に
安
心
を
！

　
働
く
現
場
に
安
全
を
！
　
建

設
現
場
墜
落
災
害
ゼ
ロ
の
日
が

来
る
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
応
援
し

続
け
ま
す


國
場
幸
之
助
衆
議
院
議
員

　
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
安
全

に
向
け

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す


小
林
史
明
衆
議
院
議
員

　
足
場
議
連
の
上
杉
会
長
の
も

と

安
心
し
て
作
業
員
の
方
々

が
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
が
ん
ば

て
ま
い
り
ま
す


今
野
智
博
衆
議
院
議
員

　
わ
た
し
は
弁
護
士
出
身
で
は

あ
り
ま
す
が
家
業
は
建
設
業
で

す

家
の
手
伝
い
を
し
て
足
場

か
ら
落
ち
た
こ
と
が
あ
り
ま

す

そ
の
た
め

高
所
か
ら
の

墜
落
は
身
を
持

て
知

て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
と
と
も
に
が

ん
ば
り
ま
す


酒
井
庸
行
参
議
院
議
員

　
大
会
の
ご
盛
会

誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

墜
落
災

害
撲
滅
の
た
め

と
も
に
が
ん

ば
り
ま
し

う


坂
本
剛
二
衆
議
院
議
員
︵
自
民

党
魅
力
あ
る
都
市
・
地
域
創
造

本
部
長
︶

　
安
全
な
足
場
環
境
が
復
興
の

大
前
提
で
も
あ
り
ま
す

制
度

の
一
層
の
充
実
に
と
も
に
が
ん

ば
り
ま
し

う


桜
井
宏
衆
議
院
議
員

　
わ
た
し
は
大
成
建
設
と
大
学

の
土
木
の
教
官
を
務
め
て
お
り

ま
し
た
が

足
場
か
ら
一
度
も

落
ち
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん


選
挙
も
落
ち
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す


左
藤
章
衆
議
院
議
員
︵
防
衛
副

大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
︶

　
全
国
仮
設
安
全
大
会
の
ご
開

催
を
心
よ
り
お
よ
ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す

ご
参
加
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
な
ら
び
に
ご

健
勝
と
大
会
が
有
意
義
な
も
の

と
な
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す


佐
藤
正
久
参
議
院
議
員

　
自
衛
隊
で
も

鉄
帽
の
あ
ご

ひ
も
や
靴
ひ
も
の
始
末
な
ど


確
認
を
心
が
け
て
い
ま
す

現

場
の
安
全
確
保
は
幾
重
の
確
認

が
肝
要

命
を
守
る
た
め
に
尽

力
し
ま
す


高
橋
克
法
参
議
院
議
員

　
皆
様
と
力
を
あ
わ
せ

足
場

墜
落
災
害
を
撲
滅
す
る
た
め

に

し

か
り
と
が
ん
ば

て

ま
い
り
ま
す


高
橋
ひ
な
こ
衆
議
院
議
員
︵
環

境
大
臣
政
務
官
︶

　
墜
落
災
害
撲
滅
の
た
め

こ

れ
か
ら
も
先
輩
や
同
僚
の
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す


田
中
和
徳
衆
議
院
議
員
︵
自
民

党
組
織
運
動
本
部
長
︶

　
わ
た
し
は
自
民
党
の
組
織
運

動
本
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
し

て

皆
様
と
の
窓
口
に
な

て

お
り
ま
す

何
卒
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す

皆
様
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し

う


中
泉
松
司
参
議
院
議
員

　
﹁
墜
落
災
害
の
撲
滅
の
決
め

手
﹂
の
法
制
化
の
実
現
を
目
指

し

私
も
皆
様
と
と
も
に

が

ん
ば
り
ま
す


長
島
忠
美
衆
議
院
議
員
︵
復
興

副
大
臣
︶

　
建
設
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指

し

皆
さ
ん
と
と
も
に
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す

が

ん
ば
り
ま
し

う


野
中
厚
衆
議
院
議
員

　
小
野
理
事
長
を
始
め

皆
様

の
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま
す


墜
落
事
故
防
止
に
向
け
私
も
が

ん
ば
り
ま
す


西
田
ま
こ
と
参
議
院
議
員

　
建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
災

害
ゼ
ロ
へ
一
途
に
取
り
組
む
皆

様
に
エ

ル
を
送
る
と
と
も

に

私
も
そ
の
実
現
に
向
け
て

が
ん
ば
り
ま
す


野
田
聖
子
衆
議
院
議
員

　
熱
気
あ
ふ
れ
る
安
全
大
会
の

ご
盛
会

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

労
働
安
全
基
本
法
制

定
へ
が
ん
ば
り
ま
す


葉
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
︵
法
務

副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
︶

　
国
会
議
員
に
な
る
前
は

お

ま
わ
り
さ
ん
を
し
て
お
り
ま
し

た

安
全
を
ま
も
る
の
も
お
ま

わ
り
さ
ん
の
仕
事
で
あ
り

別

の
観
点
の
安
全
で
は
あ
り
ま
す

が
皆
様
の
安
全
の
思
い
は
共
有

し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す


原
田
憲
治
衆
議
院
議
員
︵
防
衛

大
臣
政
務
官
︶

　
人
の
命
を
大
切
に
す
る
現
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
と
も
に
が

ん
ば
り
ま
し

う


前
田
一
男
衆
議
院
議
員

　
建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
災

害
撲
滅
の
た
め

議
連
の
一
員

と
し
て
さ
ら
な
る
努
力
を
い
た

し
ま
す


牧
島
か
れ
ん
衆
議
院
議
員

　
現
在

わ
た
し
は
日
本
版
の

マ
イ
ス
タ

制
度
に
つ
い
て
研

究
を
行

て
い
ま
す

日
本
で

も
職
人
の
皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と

評
価
さ
れ
る
制
度
づ
く
り
に
汗

を
流
し
て
ま
い
り
ま
す


牧
野
た
か
お
参
議
院
議
員

　
安
全
な
作
業
環
境
の
整
備


構
築
は
政
治
の
使
命
で
あ
り
ま

す

皆
様
と
と
も
に
墜
落
災
害

ゼ
ロ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で

ご
指
導
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す


三
宅
伸
吾
参
議
院
議
員

　
父
親
が
造
園
業
を
し
て
い
る

関
係
で

皆
様
の
こ
と
は
よ
く

分
か

て
お
り
ま
す

安
全
な

足
場
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い

と
思
い
ま
す


務
台
俊
介
衆
議
院
議
員

　
建
設
業
を
魅
力
あ
る
職
場
と

す
る
た
め
に

足
元
の
安
全
対

策
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

政
治
も

足
場
を
固
め
る
こ
と
が
必
須
で

す


山
田
修
路
参
議
院
議
員

　
家
で
待
つ
家
族
が
安
心
し
て

職
場
に
送
り
出
せ
る
よ
う
な
安

全
な
労
働
環
境
を
つ
く
る
こ
と

は
重
要
で
す

命
は
一
人
の
命

で
は
あ
り
ま
せ
ん

﹁
建
設
墜

落
撲
滅
﹂
の
た
め
に
が
ん
ば
り

ま
す


山
本
拓
衆
議
院
議
員

　
古
今
東
西
い
い
も
の
を
仕
上

げ
る
た
め
に
は
段
取
り
八
分
で

す

段
取
り
を
行
う
皆
様
を
守

る
法
律
の
立
法
化
が
遅
れ
て
い

た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
す


こ
れ
か
ら
上
杉
会
長
を
始
め


し

か
り
と
立
法
化
し
て
い
き

ま
し

う


吉
川
貴
盛
衆
議
院
議
員

　﹁
墜
落
災
害
撲
滅
の
決
め
手
﹂

の
法
制
化
実
現
の
た
め
に

私

も
皆
様
と
と
も
に
全
力
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す


渡
辺
博
道
衆
議
院
議
員

　
皆
様
の
安
全
が
あ

て
こ

そ

建
設
産
業
と
わ
が
国
の
発

展
に
ご
貢
献
い
た
だ
く
も
の
と

存
じ
ま
す

国
の
礎
そ
の
も
の

で
あ
り
ま
す


石
原
信
雄
会
長

　
労
働
者
の
立
場
は
賃
上
げ
だ

け
で
は
な
く

安
全
確
保
や
命

が
も

と
大
切
で
す

毎
日


危
険
な
作
業
を
す
る
建
設
職
人

の
問
題
を
先
に
す
べ
き
で
す


大
会
で
は

こ
の
問
題
に
深
く

理
解
の
あ
る
足
場
議
連
の
先
生

方
が
た
く
さ
ん
お
見
え
に
な
ら

れ
て
い
ま
す

ま
た

先
ほ
ど

は
関
係
大
臣
の
祝
辞
も
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

こ
れ
を
機

会
に

ぜ
ひ
安
全
な
足
場
の
法

制
化
に
動
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
お
り

先
生
方
や
行
政
の

皆
様
に
ぜ
ひ

法
制
化
に
向
け

動
い
て
ほ
し
い
と
賢
人
会
議
の

意
見
と
し
て
申
し
上
げ
ま
す


三
浦
裕
二
副
会
長
ご
列
席



﹁
労
働
安
全
基
本
法︵
仮
称
︶﹂の
制
定
に
関
す
る
決
議

議
連
挙
げ
て
墜
落
事
故
死
亡
事
故
を
撲
滅

自民党
公明党足場議連第４回総会
月７日　衆議院第二議員会館で開催

議
員
立
法
に
よ
る
法
制
化
が
本
格
的
始
動

足場議連総会で「労働安全基本法」制定を決議

（８）（９） （第三種郵便物認可） ２０１４年（平成年）１１月２６日　（水曜日）２０１４年（平成年）１１月２６日　（水曜日）【企画特集】

　
建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
災
害
撲
滅
・
安
全
足
場

設
置
推
進
議
員
連
盟
は

建
設
労
働
者
三
〇
〇
万
人

の
安
全
を
第
一
に

社
会
的
地
位

名
誉

所
得
を

保
障
す
る
た
め
に

年
間
一
万
人
の
墜
落
災
害

二

二
〇
人
の
死
亡
災
害
を
撲
滅
す
る
た
め
に
設
立
し


活
動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る


　
し
か
し
な
が
ら

今
年
に
な

て
建
設
業
に
よ
る

死
亡
災
害
は
増
加
し

十
月
段
階
で
前
年
比
二
〇
・

七
％
の
増
加
と
な

て
い
る

一
方

足
場
の
墜
落

防
止
に
つ
い
て
は

国
土
交
通
省
が
手
す
り
先
行
工

法
を
仕
様
書
に
採
用
し
た
こ
と
も
あ
り

同
省
直
轄

の
建
築
工
事
で
は

近
年

死
亡
災
害
は
発
生
し
て

お
ら
ず

官
民
格
差
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る


　
こ
う
し
た
中
に
あ

て

我
が
国
の
労
働
環
境
を

巡
る
情
勢
と
し
て
は

少
子
・
高
齢
社
会
と
な
り


労
働
力
人
口
の
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
い
る

さ
ら

に

労
働
災
害
に
つ
い
て
も

建
設
業
以
外
の
産
業

に
も
広
く
目
を
向
け
る
と

全
産
業
で
も
死
亡
災
害

が
前
年
比
七
・
五
％
の
増
加
と
な

て
い
る
状
況
で

あ
る

人
の
生
命
と
健
康
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
あ
り

労
働
に
よ

て
生
命
が
失
わ
れ
た
り

健

康
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
本
来
あ

て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る


　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

本
議
員
連
盟
は

今
後


働
く
人
全
て
の
労
働
災
害
の
撲
滅
や
安
全
水
準
の
向

上
を
目
指
し

﹁
労
働
安
全
基
本
法
︵
仮
称
︶
﹂
を

制
定
し
な
お
一
層
の
労
働
安
全
対
策
を
推
進
す
る


　
右
決
議
す
る


　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日

建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
災
害
撲
滅
・

安
全
足
場
設
置
推
進
議
員
連
盟

　
自
民
党
・
公
明
党
の
国
会
議
員
１
４
２
人
で
構
成
す
る
﹁
建
設
現
場
に
お
け
る

墜
落
災
害
撲
滅
・
安
全
足
場
設
置
推
進
議
員
連
盟
﹂︵
略
称
・
足
場
議
連
上
杉
光
弘

会
長
︶
は

月
７
日

東
京
の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
﹁
第
四
回
総
会
﹂
を
開

催
し
﹁
労
働
安
全
基
本
法︵
仮
称
︶の
制
定
に
関
す
る
決
議
案
﹂を
決
議
し
ま
し
た


今
後

衆
議
院
法
制
局

厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省
な
ど
と
の
関
係
機
関
と
協

議
し

本
格
的
に
議
員
立
法
に
よ
る
法
制
化
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す


赤
枝
恒
雄
衆
議
院
議
員
︵
以
下

司

会
︶
　
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
建

設
現
場
に
お
け
る
墜
落
災
害
撲
滅
・

安
全
足
場
設
置
推
進
議
員
連
盟
第
四

回
総
会
を
開
催
し
ま
す

そ
れ
で
は

ま
ず
大
島
理
森
顧
問
か
ら
ご
あ
い
さ

つ
い
た
だ
き
ま
す

大
島
顧
問
ど
う

ぞ


大
島
理
森
顧
問
　
こ
ん
に
ち
は

本

来
で
あ
れ
ば
自
民
党
副
総
裁
の
高
村

正
彦
最
高
顧
問
に
ご
あ
い
さ
つ
い
た

だ
く
予
定
で
し
た
が

今

ロ
シ
ア

に
出
張
し
て
お
り
ま
す

高
村
最
高

顧
問
か
ら

み
な
さ
ん
に
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
と
の

伝
言
も
あ
り

あ
い
さ
つ
す
る
よ
う

ご
指
名
が
あ
り
ま
し
た
の
で

私
が

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
ま
す


　
さ
て

足
場
議
連
が
発
足
し
て
以

来

上
杉
光
弘
会
長
の
陣
頭
指
揮
の

も
と

本
当
に
労
働
安
全
問
題

足

場
に
か
か
る
人
た
ち
の
安
全
問
題
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
て
今

日
ま
で
来
ま
し
た

本
日
は
行
政
の

方
々
も
大
勢
お
見
え
に
な
ら
れ
て
お

り
ま
す
が

そ
う
い
う
状
況
で
何
事

に
も
選
挙
で
も
そ
う
で
す
が

足
場

を
固
め
て
い
き
ま
せ
ん
と

こ
れ
は

弱
い
も
の
で
す


　
建
物
を
こ
れ
か
ら
つ
く
る

見
え

な
い
部
分
で
一
生
懸
命
汗
を
か
い
て

い
る
皆
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
せ
ん
と


建
設
事
業
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん

わ

た
し
も
顧
問
と
い
う
お
役
を
ち

う

だ
い
し
て
お
り
ま
す
が

決
議
に
基

づ
い
て
皆
様
と
と
も
に
が
ん
ば
る
こ

と
を
お
約
束
す
る
と
と
も
に

と
も

に

オ
リ
ン
ピ

ク
も
復
興
も
あ
る

中
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
希
望
と

安
心
を
つ
く
る
た
め
に
も
議
連
の
趣

旨
を
果
た
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か


　
上
杉
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は


ど
う
ぞ
今
後
と
も
わ
れ
わ
れ
に
ご
指

導
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す


本
日
は
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す


井
上
義
久
会
長
代
理
︵
公
明
党
幹
事

長
︶
　
上
杉
会
長
の
下
で
会
長
代
理

を
お
お
せ
つ
か

て
お
り
ま
す
公
明

党
幹
事
長
の
井
上
義
久
で
ご
ざ
い
ま

す

建
設
現
場
で
働
く
労
働
者
は
３

０
０
万
人
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も

な
か
な
か
墜
落
に
よ
る
事

故
が
な
く
な

て
い
き
ま
せ
ん

年

間
１
万
件
の
墜
落
事
故

２
２
０
人

の
死
亡
災
害
が
あ
り

こ
う
し
た
厳

し
い
現
状
の
中
で
上
杉
会
長
の
も
と

足
場
議
連
が
で
き
た
わ
け
で
す


　
確
か
に
事
故
は

減
少
傾
向
に
あ

り

国
土
交
通
省
の
直
轄
工
事
で
は

ほ
ぼ
死
亡
事
故
ゼ
ロ
で
す
が

官
民

格
差
と
い
い
ま
す
か

問
題
は
民
間

の
事
故
が
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す


　
と
も
か
く
墜
落
事
故
を
な
く
す


死
亡
事
故
を
な
く
す
と
い
う
の
が
わ

れ
わ
れ
の
目
標
で
す

上
杉
会
長
か

ら
基
本
法
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た

き

う

そ
の
こ
と
を
議
論
し
て

議
連
を
挙

げ
て
墜
落
災
害
を
な
く
す
た
め
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す

き

う
は
本
当
に
ご
苦
労
様
で

ご
ざ
い
ま
し
た


上
杉
光
弘
会
長
　
み
な
さ
ん
ご
苦
労

様
で
ご
ざ
い
ま
す

役
所
の
み
な
さ

ん
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

前
回
の
総
会
で
の

対
応
に
つ
い
て
で
す
が

厚
生
労
働

省
と

回
詰
め
て
役
所
の
対
応
が
ほ

ぼ
決
ま
り
ま
し
た

こ
れ
は

あ
く

ま
で
労
働
安
全
衛
生
法
を
前
提
と
し

て
詰
め
て
き
ま
し
た

と
こ
ろ
が


ほ
か
か
ら
も
ご
注
文
が
ご
ざ
い
ま
し

て

建
設
業
だ
け
で
い
い
の
か
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が

わ
れ
わ

れ
の
議
連
は
建
設
現
場
で
働
く
３
０

０
万
人
の
み
な
さ
ま

そ
の
中
の
一

人
親
方

万
人
の
方
々
が
底
辺
で
苦

労
し
て
い
る
人
た
ち
を
テ

マ
に
し

て
お
り

と
り
わ
け
年
間
墜
落
災
害

１
万
人

死
亡
事
故
２
２
０
人
で
の

事
故
を
撲
滅
す
る
こ
と
は
国
家
の
社

会
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
議
連

を
立
ち
上
げ
た
わ
け
で
す


　
衆
議
院
法
制
局
と
も
話
し
合
い
を

内
々
に
し
ま
し
た
が

建
設
労
働
者

３
０
０
万
人
と
限
定
す
る
の
は
問
題

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り


こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
私
も
考
え

て
お
り
ま
し
た
が

労
働
安
全
基
本

法
が
立
法
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
国

家
と
し
て
の
責
任
で
あ
り

立
法
府

と
し
て
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す

今
日
は
決
議
文
を
用
意
し
て
資

料
を
皆
様
の
も
と
に
お
届
け
ま
し

た

行
政
の
対
応
に
つ
い
て
は

厚

生
労
働
省
の
部
長
が
説
明
い
た
し
ま

す


　
問
題
な
の
は

入
り
口
論
と
し
て

は
発
注
者

出
口
論
と
し
て
は
受
注

者

こ
の
皆
様
が
ど
う
労
働
安
全
に

対
応
す
る
か
で
す

そ
れ
か
ら
国
土

交
通
省
は
﹁
手
す
り
先
行
工
法
﹂
を

義
務
化
し
ま
し
て

直
轄
工
事
で
は

墜
落
死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
に
な

て
い

る
わ
け
で
す

民
間
は
増
え
て
お
る

と
井
上
会
長
代
理
か
ら
も
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が

こ
の
官
民
格
差
を
ど

う
し
て
い
く
か

こ
れ
は
是
正
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

こ

の
問
題
を
含
め

厚
生
労
働
省
は
労

働
安
全
衛
生
法
で
対
応
し
て
い
き
ま

し
た
が

そ
れ
だ
け
で
は
不
足
で
あ

り

立
法
府
と
し
て
立
場
を
明
確
に

責
任
を
示
す
と
い
う
こ
と
で

決
議

文
を
用
意
し
て
ま
い
り
ま
し
た


　
労
働
安
全
衛
生
法
の
対
応
に
つ
い

て
は
そ
こ
を
前
提
に
詰
め
て
き
た
問

題
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
の
土

屋
喜
久
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長

が
ご
説
明
し

質
疑
時
間
も
用
意
し

て
お
り
ま
す


　
最
後
の
締
め
は

仮
称
で
あ
り
ま

す
が
労
働
安
全
基
本
法
の
制
定
に
関

す
る
決
議
を
行
い
ま
す

私
は
法
律

家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

時
間
を
か

け
て
労
働
安
全
基
本
法
の
た
た
き
台

を
自
ら
つ
く
り

衆
議
院
法
制
局
に

渡
し
て

こ
れ
を
た
た
き
台
と
し
て

検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い

ま

動
い
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す


　
私
ど
も
執
行
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
役
職
が
あ
り
ま
す
が

な
ん
な

り
と
ご
質
問
く
だ
さ
い

今
日
の
会

議
が
実
り
あ
り

決
議
に
向
か

て

の
取
り
組
む
よ
う
に
で
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


赤
枝
　
そ
れ
で
は
行
政
の
対
応
説
明

を
お
願
い
し
ま
す


土
屋
喜
久
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

安
全
衛
生
部
長
　
厚
生
労
働
省
安
全

衛
生
部
長
の
土
屋
喜
久
で
ご
ざ
い
ま

す

参
考
資
料
は

﹁
足
場
議
連
の

提
示
へ
の
行
政
の
対
応
﹂
に
書
か
れ

て
お
り
ま
す
﹁
行
政
の
対
応
等
﹂

﹁
今
回
の
規
則
改
正
・
安
全
な
措
置

の
徹
底
の
た
め
の
施
策
︵
案
︶
﹂
を

ご
覧
に
な

て
く
だ
さ
い

こ
れ
を

も
と
に
説
明
を
致
し
ま
す

︵
詳
細

説
明
別
添
︶

赤
枝
　
そ
れ
で
は
続
き
ま
し
て
国
土

交
通
省
の
方
の
ご
説
明
を
お
願
い
し

ま
す


吉
田
光
市
大
臣
官
房
建
設
流
通
政
策

審
議
官
　
国
土
交
通
省
の
吉
田
光
市

で
ご
ざ
い
ま
す

い
つ
も
議
連
の
皆

様
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

て

お
り
ま
す

い
ま

厚
生
労
働
省
の

土
屋
部
長
か
ら
ご
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が

安
全
経
費
は
発
注
者
に
よ
り

し

か
り
確
保
し
て
も
ら
い
ま
し

て

元
請
け
か
ら
下
請
け
ま
で

こ

れ
が
流
れ
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
重
要

で
す


　
建
設
業
界
は
重
層
下
請
構
造
に
な


て
お
り
ま
し
て

元
請
け
が
一
方

的
に
下
請
け
に
対
し
て
価
格
を
決
め

る
指
し
値
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が


従
来
か
ら
指
し
値
の
禁
止
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
て

平
成

年
に

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
今
回


ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し

見
積
も

り
契
約
時
に

労
働
災
害
防
止
対
策

の
実
施
者
と
経
費
の
負
担
者
の
明

確
化
も
行

て
お
り
ま
し
て

例

年

月
を
適
正
取
引
推
進
月
間
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
し
て


意
識
の
向
上
を
図

て
ま
い
り
ま

す

わ
た
し
か
ら
は
以
上
で
す


中
村
裕
之
衆
議
院
議
員
　
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
で
す
が

元
下
契
約
に

対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
か


吉
田
　
は
い

そ
の
通
り
で
ご
ざ
い

ま
す

元
請
下
請
間
の
契
約
の
適
正

化
を
図
る
た
め
に
平
成

年
６
月
に

策
定
し
た
﹁
建
設
業
法
令
遵
守
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
で
労
働
安
全
に
限
ら
ず

元
下
指
導
の
徹
底
を
行
い

今
回
の

改
定
で
は

特
に
労
働
災
害
防
止
対

策
の
経
費
に
つ
い
て
の
書
き
ぶ
り
を

明
確
化
し
ま
し
た


赤
枝
　
務
台
先
生

何
か
ご
質
問
は

あ
り
ま
す
か

消
防
も
や

て
お
ら

れ
た
で
し

う


務
台
俊
介
衆
議
院
議
員
　
大
丈
夫
で

す


司
会
　
牧
島
先
生
い
か
が
で
す
か


牧
島
か
れ
ん
衆
議
院
議
員
　
た
い
へ

ん
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す

が
ん

ば
り
ま
す


上
杉
　
そ
れ
で
は
次
に
決
議
案
の
決

議
に
い
き
ま
し

う


赤
枝
　
決
議
文
の
朗
読

一
同
　
拍
手
　
決
議
案
の
決
議
を
満

場
一
致
で
可
決


上
杉
　
決
議
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

こ
れ
か
ら
の
議
連
の
活
動
と

し
ま
し
て
は

労
働
安
全
衛
生
法
の

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
ど
う
補

て
い

く
か

そ
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
の

改
正
や
さ
ら
に
は
決
議
で
示
さ
れ
た

労
働
安
全
基
本
法
を
し

か
り
と
私

ど
も
と
し
て
制
定
す
る
た
め
に

衆

議
院
法
制
局
と
関
係
省
庁
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す


　
私
は
入
り
口
論
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
発
注
者
の
発
注
し
た
工
事
で
は


労
働
安
全
対
策
を
行
う
と
い
う
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す

ま
た

出
口

論
で
す
が

元
請
業
者
で
す

元
請

け
に
終
わ
ら
ず
に

下
請
け
・
孫
請

け
・
ひ
孫
請
け
ま
で
見
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

現
場
で
働
く
建
設
労
働

者
は
３
０
０
万
人
お
り

一
人
親
方

は

万
人
で
す
こ
の
一
人
親
方
は


労
災
に
か
か
ら
な
い
の
で
す

特
別

労
災
を
発
注
者
と
受
注
者
が
責
任
持


て
か
け
て
い
た
だ
く

一
人
親
方

は
特
別
労
災
を
か
け
る
体
力
が
な
い

の
で
す

下
層
で
汗
ま
み
れ
・
泥
ま

み
れ
・
油
ま
み
れ
に
な

て
い
る
人

を
ど
う
守
り
助
け
て
い
く
の
か
が
議

連
の
役
割
で
す


　
第
一
に
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
の

改
正

そ
れ
か
ら
そ
の
上
の
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ

を
除
き

労
働
安
全
す
べ

て
を
カ
バ

す
る

主
に
肉
体
労
働

の
方
々
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

労

働
安
全
基
本
法
の
制
定
を
議
員
立
法

で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
重
ね

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の

決
議
を
受
け

衆
議
院
法
制
局
と
の

協
議
に
す
ぐ
着
手
い
た
し
ま
す

議

連
も
１
４
２
人
に
な
り
ま
し
た

議

連
の
メ
ン
バ


秘
書

行
政
の
方

々
に
は
本
当
に
き

う
は
お
忙
し
い

中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す


あいさつする上杉会長と議連執行部


